









































































告されている。WHO は国際的な公衆衛生上の脅威（Public Health 
























































Primary Closure）または二次縫合（Secondary Closure）とした。Basic 
Health Care ERU であり、小外科手術はケタミン麻酔下での、デブリドマン、
脱臼整復程度とし、植皮、切断が必要なケースについてはカトマンズに搬送し
た。
また、新規骨折患者も多く、保存療法適応の場合にはギプス固定とし、股関節
脱臼骨折、肘関節脱臼骨折、大腿骨骨幹部骨折など手術適応の場合にはカトマ
ンズに搬送とした。また、診療開始後2週間を過ぎるころには、骨折手術術後
の患者の紹介も多く、クリニックでフォローアップを行った。
今回、発災直後の外傷患者が多い時期に派遣され、様々な外傷、特に骨折患者
の対応を行った。地震災害の際には、整形外科の需要は高く、発災直後には整
形外科医の派遣が望ましい。
10月
15日
（木）
一般演題・口演
